Gyoji on the Ranking List by 根間 弘海
番付の行司 
















(4) 明治 43 年 5 月以降、紫白と総紫を番付で見分けることができるか。 
(5) 同じ位階の行司が同じ段に記載されるようになったのはいつか。 
 
 なぜ明治元年ではなく、明治 30 年代を起点にして調べたかと言えば、16
代木村庄之助以降の立行司なら、草履と紫白の許可年月がある程度はっきり
分かっているからである2。それ以前の立行司の場合、草履と紫白の許可年月








































































































(1) 明治 2 年 3 月場所から大正 10 年 5 月場所まで、各段は三角型になって
いるが、その席次は基本的に次のような順序である。丸数字は席順を表す。 
(a) 最上段の太字：① 右 ② 左。 
一人のときは中央に記載。その場合は、二段目の太字が第二席にな
る。 
(b) 二段目の太字：③ 中央。 
一人のときは中央に記載。一般に、二段目の太字は一人である。 
                                                          
8 公式には明治 43 年 5 月場所となっているが、実際は明治 43 年春場所ころにはすでに紫房
と紫白房の区別は始まっていた。 
番付の行司 
〔 141 〕 


















(2) 大正 11 年 1 月場所と大正 11 年 5 月場所 




(b) 最上段の細字：③ 右 ④ 左。 
二段目にはその段の上位二人を中心に、次席行司を右、左と交互に
記載する。両脇細字行司は二人で、一見して右側がやや太めで大きい。





〔 142 〕 
そのため、中型細字と小型細字の区別がはっきりしないが、どちらも
「中型細字」を表しているようだ10。というのは、左側の式守与太夫







分からない。大正 11 年 5 月場所には、二段目の太字は木村庄三郎一人になっ
たが、その段の最上位として中央に記載されている。この木村庄三郎は第三
席の「立行司」ではない。二段目に記載されている行司の中で最上位である。 
(3) 大正 12 年 1 月場所から大正 13 年 1 月場所 
 (1) の方式に戻っている。 
 
(4) 大正 13 年 5 月場所から大正 14 年 5 月場所 
 (2) の方式に戻っている。 
 






















 大正 14 年 5 月場所までは右側に木村庄之助、左側に式守伊之助とあり、




(6) 昭和 2 年 1 月場所から昭和 6 年 1 月場所 
基本的には、(5) の方式であるが、異なる点が一つある。つまり、立行
司と三役格を別々の段に記載してある。 













中心に右、左というように席次が決まる。昭和 6 年 1 月場所までは三角型で
記載しているので、席次は右、左というように交互に見ていけばよい。しか
し、この方式は昭和 6 年 1 月場所で一時途絶える。 
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昭和 6 年 5 月場所番付で、木村玉之助が二段目に記載されている。木村玉
之助はこれまで立行司だったし、昭和 7 年 5 月場所以降も立行司として最上















〔 145 〕 














(11) 昭和 22 年 6 月場所 
これは新しい方式である。一見、(1) の方式に似ているが、立行司の記
載の仕方が違う。 
(a) 最上段の太字：① 右に木村庄之助 ③ 左に木村玉之助。 
(b) 二段目の太字：② 中央に式守伊之助。 








                                                          
11 この番付は春秋園事件の影響で、力士と行司の数が激減したために慣例を破り、同じ段に
三役行司と幕内行司を区分けして記載したかもしれない。 
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(13) 昭和 26 年 5 月場所から昭和 34 年 11 月 
これは、基本的に、(6) の方式である。 
(a) 最上段の太字：① 右側に木村庄之助 ② 左側に式守伊之助。 





である。それは字の太さや大きさで区別している。昭和 26 年 5 月場所
に副立行司の制度が新しく設けられたが、昭和 34 年に 11 月に廃止され
た。 
 
(14) 昭和 35 年 1 月場所から現在 







〔 147 〕 
二人ともいない場合もある。そのために、記載の仕方が一定していない。
その事例をいくつか示しておこう12。 
(a) 昭和 47 年 5 月場所：最上段に式守伊之助と三役行司が一緒に記載さ
れている13。昭和 52 年 1 月場所も同じ。この場所以降、時々、木村庄之
助と式守伊之助のどちらかがいなくなることがある。 
(b) 昭和 48 年 1 月場所：最上段に木村庄之助と三役行司が一緒に記載さ
れている。 
(c) 昭和 49 年 1 月場所：最上段に木村庄之助、式守伊之助、三役行司が
一緒に記載されている。昭和 53 年 1 月場所も同じ。 
(d) 平成 6 年 1 月場所：最上段に三役行司だけ記載されている。この 1 月
場所と 3 月場所は立行司が一人もいなかった。木村庄之助と式守伊之助
がいなくなったのは、この場所が初めてである。 
(e) 平成 6 年 5 月場所：最上段に式守伊之助だけ、二段目に三役行司が記










(1) 明治 43 年以前の紫白と番付 
明治 43 年 5 月場所以前は、紫白（あるいは紫）は一種の名誉色である。
従って、中央太字になると同時に、紫白を許可されたわけではない。紫白を
許可された場合でも、その許可年月は行司によって異なる。太字になる前
                                                          
12 本稿では昭和 35 年 1 月場所以降の番付に関しては深く立ち入らない。記載の仕方は常に
一定だったのではなく、幾度か変化していることを指摘しておきたい。 
13 昭和47 年5月場所までは、木村庄之助がいなくなると、それを補充するのが普通だった。 



















ら約 22 年後に紫白を許されたことになる17。 
                                                          
























16 代木村庄之助と 6 代木村瀬平の紫白に関しては、比較的簡単にその許可
年月を確認できる19。16 代木村庄之助の場合、最上段が M12.5 に記載され、





6 代木村瀬平は 16 代木村庄之助と同様に、M31.1 に太字になっているが、













19 『相撲道と吉田司家』（荒木著、p. 200）にも紫白房が授与されたと述べてある。 
20 紫白が階級色でないのは、16 代木村庄之助と 6 代木村瀬平を比較すれば、すぐ納得がい
く。同じ年月に太字行司になっているが、紫白を許されたのは別々の年月である。 










化がない。明治 39 年 1 月場所に中央太字で記載されているので、それ以前
に何らかの変化があったことは推測できる。 











しい。16 代木村庄之助や 6 代木村瀬平が最上段の太字に掲載されるころは、
この紫白への思いがかなり強くなっている。単なる名誉色だったものが、上
位にいれば当然所持すべき「色」に変貌しているのである。明治 30 年ころ





















 明治 43 年 5 月場所以降、しばらくは木村庄之助と式守伊之助以外にも最
上段に中型細字で記載されている「準立行司」がいる。この中型細字の行司
は明治 43 年 5 月場所以前に紫白房を許されている。これらの行司の場合、
番付を見ても紫白許可の年月が分からないことがある。たとえば、木村進は
M44.6、それから 2 代木村誠道は T2.1、それぞれ、紫白を許可されているが、
最上段に中型細字で記載されている23。紫白を許可される前から、最上段に
記載されているので、番付を見ただけでは紫白の許可年月は分からない24。 






23 木村誠道は大正 2 年 1 月場所に紫白を許されているが、非公式には明治 45 年 5 月場所か
ら紫白を使用していたかもしれない。つまり、大正 2 年 1 月場所の紫白は吉田司家の正式な







〔 152 〕 
木村誠道が 12 代式守伊之助（T4.1~T10.5）を襲名したのは大正 4 年 1 月
場所である。しかし、番付では T3.5 すでに、木村誠道は二段目に太字で記








5 代式守与太夫は T11.1 に 13 代式守伊之助（T11.1~T14.5）を襲名してい
る。番付から判断すれば、紫白房は T11.1 に許可されていることになる。し
かし、実際は、10 年 5 月場所中（8 日目）に紫白房を許された。これは、も






許された行司が他に二人いたからである。5 代式守与太夫は草履を M45.1 に






                                                          
25 木村朝之助は木村庄之助を襲名する前、紫白房を使用していた可能性が高い。それを裏付









行司である。番付に式守伊之助として記載されたのは大正 15 年 5 月場所の
番付だが、大正 15 年 1 月場所にはすでに式守伊之助を襲名している27。すな
わち、6 代式守与太夫は少なくとも大正 15 年 1 月場所には紫白を許されてい





ら、式守伊之助を襲名する以前に紫白房を許された行司は、大正 10 年 5 月
場所以前には、5 代式守与太夫が最後の行司ということになる。問題は、6
代式守与太夫（前名：錦太夫、後の松翁）が 15 代式守伊之助を襲名する以


















この式守与太夫は大正 11 年 1 月場所、「紫白房」を許されたかも知れない。しかし、故実門人
は当時、緋房行司にも許されていたはずである。どれが真実か、まだはっきりしないが、本稿で
は、今のところ、6代式守与太夫は大正15年1月場所まで緋房だったという解釈をしている。 

































〔 155 〕 
ているからであろう。現在は取り入れなくても、将来、必要が生じれば、取
り入れることができるからである。 
 昭和 35 年 1 月場所以降は、基本的に、明治 34 年 11 月に決めたことを踏























                                                          






































〔 157 〕 
いはそれ以前には草履を許されていることになる。 
(a) 14 代木村庄之助（M10.1~M18.1)：少なくとも M10.1 には草履を許さ
れている。 
(b) 15 代木村庄之助（M18.5~M30.5）：少なくとも M18.5 には草履を許
されている。 
(c) 7 代式守伊之助（M16.1~M16.5）：少なくとも M16.1 には草履を許さ
れている。 




ればよい。14 代木村庄之助や 7 代式守伊之助に草履が許されたかどうかさえ、
まだ分からないが、これの確認も含め、許可年月の確認もこれからの課題で
ある34。 
















許されているが、紫白は許されていないかもしれない。7 代式守伊之助の期間は明治 16 年 1
月場所から16年5 月場所までだが、明治15年7月頃には式守伊之助の襲名が決まっていた
かもしれない。 





M28.1 に記載され、草履を M37.5 月に許された。紫白は M38.5 に許され、




木村進が最上段に記載されたのは M38.5 で、草履は M39.1 である。中央
太字になったのは、11 代式守伊之助を襲名した M44.5 である。すなわち、
最上段の両脇細字のときにすでに草履を許されている。木村誠道が最上段に





大正期の番付は、14 代式守伊之助（T15.1 場所のみ）が 3 代式守勘太夫の
ころ、T2.5 に最上段に記載されたときから、草履の許可年月を確定すること
ができる。つまり、最上段に両脇細字で記載されると同時に、草履を許され
ているのである。たとえば、この 3 代式守勘太夫は T2.5 に最上段に記載さ
れたが、草履は T2.1 に許されている。おそらく、番付記載が遅れたのは、
手続き的な問題であろう。この 3 代式守勘太夫は T15.1 に 14 代式守伊之助
を襲名することになっていたが、場所前の T14.12.25 に死去した。1 月場所
では、式守伊之助として記載されている。そのため、「位牌行司」と呼ぶこ
ともある。 
15 代式守伊之助（T15.5~S7.5）は後の 20 代木村庄之助（S7.10~S15.1）
だが、最上段記載に T3.5、草履は T3.1 に許されている。年月が一致しない
が、草履の許可が番付記載の時点で間に合わなかったからであろう。この行
司は 14 代式守伊之助の突然の死を受けて、急きょ T15.5 に 15 代式守伊之助
番付の行司 





















                                                          
36 大正時代、立行司の数に制限があったかどうかがはっきりしないため、第四席あたりまで
はその可能性がある。もし「準立行司」であったならば、紫白房の可能性もある。しかし、6










39 7 代式守与太夫は昭和7年10月場所から16代式守伊之助を襲名した。 
〔 160 〕 
ひと目で分かる。昭和以降は草履に関しても何回か改変が行われているので、
その概略を次に示す。 
(a) 昭和 2 年 1 月場所では、最上段に立行司、二段目に三役格と幕内格行
司を記載した。三役行司は草履を許されなかった40。 




しかし、この記載法は昭和 22 年 1 月場所までしか続かなかった。 





(d) 昭和 26 年 5 月場所では、副立行司の制度が導入された。副立行司も
最上段に記載された。立行司と副立行司という区別はあるが、それは字
の太さや大きさで区別している。 





 昭和 35 年 1 月以降の番付であれば、階級と房の色が一致するので、どの
行司がどの色かは明確である。どの階級はどの色で、どの段に記載されてい
                                                          
40 昭和以降でも、多くの文献で、「三役行司は緋房で、草履が履ける」と書いてあるが、こ















 本稿では、明治時期の番付から昭和 35 年 1 月場所までの番付を中心に調
べてきたが、大体、次のようにまとめることができる。 










(b) 明治 43 年 5 月場所以降は、紫白と総紫が階級色になっているが大正





(c) 三役行司が草履を許されるようになったのは、昭和 35 年 1 月場所以




〔 162 〕 
 明治から現在まで、番付でまったく変わらないのは、行司の席順である。
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